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第1851回　　夜間例会　（10月23日）

2003～04 国際ロータリーのテーマ
「手を貸そう」

会長：湯本茂作 ／ 幹事：小林一好

委員長：石渡健司／副委員長：大谷浩一
委　員：真貝俊英、諸貫健一 

クラブ会報委員会 

例会日：木曜日
　　　　午後12時30分開会
会　場：アドバンテスト
　　　　　　　行田クラブハウス

会長あいさつ

委員会報告

　　　　　　　　　　　①第９分区５クラブの親睦

　　　　　　　　　　　　ゴルフが行われた。

　　　　　　　　　　　　団体で準優勝。

　　　　　　　　　　　②１００周年委員会の当日

　　　　　　　　　　　　チケットが余っている。

　　　　　　　　　　　③１１月１３日さくら、ラ

　　　　　　　　　　　　イオンズ、行田の３クラ

　　　　　　　　　　　　ブ合同例会が開催が予定

　　　　　　　　　　　　されています。合同の行

　　　　　　　　　　　　事を行おうと考えている。

　　　　　　　　　　　　「読み聞かせ」を提案し

　た。検討委員会をつくりたい。

④１０月３０日の黄葉日帰り旅行を計画しています。

　ぜひ参加してください。

①ゴルフ部会

　５クラブ合同ゴルフコンペがあった。

　優勝　　　吹上クラブ　　　４０１点

　準優勝　　行田クラブ　　　４３３点

　３位　　　さくらクラブ　　４４２点

　４位　　　羽生クラブ　　　４４３点

　５位　　　加須クラブ　　　４４５点

　準優勝賞金４万いただきました。

卓　話

　　　　　　　　　　　　真言宗宗祖弘法大師空海

　　　　　　　　　　　（774～835年）は一般庶民

　　　　　　　　　　　の教育機関としては、日本

　　　　　　　　　　　最初の私立学校「綜芸種智

　　　　　　　　　　　院」を開設され、当時上流

　　　　　　　　　　　階級の子弟のみ受けられる

　　　　　　　　　　　教育を一般庶民にも開放さ

　　　　　　　　　　　れ教育の機会均等をはから

　　　　　　　　　　　れた。

　　　　　　　　　　　　その開校式の挨拶の中で

　　　　　　　　　　　「物の興廃は必ず人に由る、

人の昇沈定めて道に在り。」と申されて教育の必要

かつ重要性を説かれた。勿論、仏教を根底に置かれ

た教育が大切であると言う事です。

　「道」と言うと一休和尚宗純の道歌に「夜もすが

ら仏の道を訪ぬれば我が心にぞ訪ね入りける。」と

あります。教育とは思うに知育、徳育、体育の事で

あり知織を積む事、得る事は勿論大切ですが、心を

育てる徳育も必要（重要）であると思います。更に

体育も勿論大切です。

　私達が経営する企業組織においても、人々（従業

員）に依って運営されるものですから人の重要性、

その教育の重大性を強く認織しなければいけないと

思います。

　企業組織の存立理由は色々と思考する事はできま

すが、利得と言う一点に尽きると思います。どのよ

うな企業組織でも利得がなければ運営することは出

来ません。私達の寺院運営においても利得がなけれ

ば運営はたちまち行き詰まってしまいます。綺麗事

ばかり言ってもおられません。

　この利得を一般の皆様方は利益（りえき）と言わ

れますが、私達仏教の世界（僧侶の世界）では利益

（りやく）と呼んでいます。同じ漢字でありながら、

「りえき」と「りやく」とでは大分意味が違います。

　論語の中に「利によりて行なへば怨み多し」（自

分の利欲を中心に行動する時は必ず人を傷つけてそ

『利を求める』と言う事
　　　　　　盛徳専任職　中島捷二

②１００周年委員会

　　健全な子供の育成に読書のすすめを、１００周

　年事業の会場が空いていないように、連れだって

　みなさん参加してください。

　　１１月２日ロータリー文庫開所式には、市長も

　参加する。



ニコニコ報告

合計　４５，０００円

正会員数　　　７３名
出席免除者　　１４名
本日の出席者　３６名

内規出席者　　　６名
メークアップ　　５名
出席率　５９．３２％

出 席 報 告

の結果人の恨みを受ける事が多い）とありますが、

「りえき」的表現を意味する言葉だと思います。ま

た、論語の中に「利を見ては義を思う」（利益を目

にした時それを得るのが正しいかどうか考える）と

ありますが「りやく」的表現を意味する言葉だと思

います。

　私達僧侶は『二利双修』の宗教生活を実践する事

を義務付けられております。『ニ利双修』とは「自

利」と「利他」の二利を合わせて実践することであ

りまして、「自利利他」とは『上求菩提　下化衆生』

と同意語であります。即ち、自分個人としては菩提

（さとり）を求め、その結果得た菩提（さとり）を

衆生（この世界に行きとし、生ける全ての物）の幸

福実現のために活用し、また行動すると言う事です。

自己を向上させ人格円満の人間（仏という）となり

世のため人のためになる奉仕活動を実践すると言う

事です。

　ロータリークラブに入会している私達は自己を高

めるために各委員会に所属参加し、また色々なイベ

ントを通じて社会奉仕をしているわけですから『二

利双修』の生活をしておると言う事になります。自

己の向上、人格円満の人間を完成させる事は中々出

来ないと言う人もおられると思いますが、弘法大師

空海は『損己益物』と言う言葉（己を損じて物に益

す）を用いられ自分よりも先に他の事福を願う奉仕

生活が肝要であるとされ奉仕活動を通じ自己を完成

（人格形成）する事が大乗仏教、真言宗の教えの真

髄であると鋭かれています。

　結論すれば、自己向上の努力が「自利」であり、

万物に慈しみ（慈悲）の心を持って対応する奉仕活

動が「利他」と言う事になります。

　平易に申すならば、利（金銭）は自分の生活（自

己満足）のみに使うのではなくして社会のために役

立つ使い方をする事が肝要であるということです。

　私達僧侶だけでなくして、企業家の皆様方も宗教

云々はともかくとして『ニ利双修』の生活をされる

事が大切だと思います。

　本日の卓話をさせて傾くにあたり、職業奉仕委員

会の山本憲作委員長をはじめとしたロータリークラ

ブ会員の皆様方の御慈援のお陰と感謝を申し上げ終

了させて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌

筑摩書房　仏典Ⅱ　中村元編「法華経方便品」

第二抜粋　紀野山義訳

過去無数劫にさとりをひらいた仏は無数であり、百

千万億種であって数えることは、できない

～中略～

小切のもろもろの如来は無量の方便をもって、もろ

もろの生ける者たちを救って仏の汚れなき知恵に入

れられるであろう。もし教えを聞く者があれば一人

として仏にならぬ者はないであろう。

諸仏の立てた誓願は自分が実行した仏道をあまねく

生ける者たちに同じようにこの道を得させたいとい

うのである。

●湯本茂作　中島会員卓話ありがとうございます。

●小林一好　中島さん卓話ありがとうございます。

　５クラブゴコンペ参加の皆様ご苦労様でした。

●稲垣功一　本日の、５クラブゴルフコンペ大勢の

　参加ありがとうございました。

●宮内さん、企業訪問お世話になりました。

　中島会員卓話ご苦労様です。

　清水義夫、武笠邦之介、黒淵陽夫、石塚喜助

　大谷浩一、境野登章、富田久雄、江袋秀行

　廣川和夫、真貝俊英、小池利昌、山本栄治

　石渡健司、大野年司、古沢勇治、武田和則

　川崎道賢、小島一男、山本憲作、持田朋春

　清水泰治、岡田則之、佐藤幸太郎、小沢瑛

●森島明文　今日は５クラブゴルフコンペに参加さ

　せてもらいました。稲垣委員長ありがとうござい

　ました。

●田山喜一郎　誕生祝いありがとうございました。

　５クラブゴルフコンペ参加ありがとうございまし

　た。

●渡辺栄一　１００周年のチケットよろしくお願い

　します。

●宮内廣介　１６日会社訪問に私どもの会社に大勢

　の皆様にきて頂いてありがとうございました。

●永島健雄　１６日の職業奉仕委員会、企業訪問、

　宮内さんお世話になりました。

●中島捷二　本日は卓話お世話になります。よろし

　くお願いします。

●斉藤恭一　本日は富士見をご利用いただきありが

　とうございます。
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